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【ゼミについて、先生の研究科目について】 

1．本部先生がゼミ生に求めることは何ですか？ 

 租税法はいろいろな分野の知識が求められることが多いので、法学にとどまらず、幅広

い分野に関心をもっていただけるとありがたいです。 

 

2．本部先生から見た、ゼミの雰囲気はどんな感じですか？ 

租税法は、正直に言って、ところどころ難解なところがあります。そうした中、ゼミ生

のみなさんは、難しさにひるまず、自力で租税法の問題を理解して解決しようと取り組ん

でいただいており、心強いです。 

 

3．先生が特に興味のある租税の分野は何ですか？ 

また、その分野について興味を持った理由を教えてください。 

大学院生のころから、「租税回避」という領域について関心を持っています。租税回避

は、簡単に言えば、「違法ではないが不当な方法で税負担を軽減すること」で、本来なら

ば税金がかかるような取引を、通常はやらないような形式に組み替えることで、法に触れ

ないようにして税金を安くする手法です。違法な行為ではないため、強制的に課税するに

はいかず、他方で、放置すれば税負担の公平が書されてしまう（正直に税金を払う人が損

をする）恐れがあります。このような難問に対して、どのようにバランスよく対応するか

を考えるのは難問ながら興味深いと思いました。 

 

 

本部 勝大 先生 

先生のプロフィール 

【出身地】 

愛知県 

【専攻】 

租税法 

【近年(2~3 年)の担当科目】 

租税法 A・B など 

【座右の銘】 

知识改变命运 

 

 

 

 

 

写真 
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【その他】 

1． 好きなアーティストは誰ですか？ 

好きなアーティストといえるものはなく、YouTube でおすすめされるままに、流行の曲

を聴いています。 

 

2． 人生最大の成功と失敗は何ですか？ 

一昨年、体調を崩したのが最大の失敗です。急なことだったので、周りの皆さんに非常

に迷惑をかけてしまいました。ただ、それ以来、健康管理の重要性が分かったので、今後

の自分の人生にとっては成功だったかもしれません。 

 

3．学生に向けて一言お願いします！ 

大学を卒業すると、仕事や家族のことであまり自分の時間は取れないので、今のうちに

やりたいことをやってみるといいのではないかと思います。 

 

 

★  プログレッシブ 本部        ゼミの実態！ 

★ 本部 先生のトリセツ 

 

 

 

 

 

日々や休暇中の課題              活動内容 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・穏やかで寡黙な先生です 

・ゼミ生の主体性を尊重してくださいます 

・質問をすると、とても丁寧にご返答してくださいます 

・質疑応答などで行き詰まってしまった場合に、フォローしてくださいます 

【日々の準備、課題】 

・1 クウォーターに 1 回発表があるので、そ

の発表に向けたレジュメの作成 

・発表の担当でなかった週は、発表を踏まえ

ての自身の考えなどをレポートとして書く 

 

【長期休暇課題】 

特にありません 

 

 

 

担当の班が作成したレジュメを基

に発表(30 分程度) 

↓ 

担当班以外が各班で話し合い(20 分

程度) 

↓ 

質疑応答(40 分程度) 

↓ 

先生からの質問、講評(10 分程度) 

 

 

 




